
☆２０１９年を振り返って！

元号も「平成」から「令和」になり、新しい時代を迎

え多くの人が期待と希望に夢膨らませているのではな

いかと思います。２０１９年はスポーツ界においても、

今後の活躍が期待される選手が多く出てきました。大坂

なおみ、八村塁、サニブラウン、小林陵侑、渋野日向子、

張本智和、伊藤美誠、桃田賢斗、山口茜、ラグビー日本

代表、侍ジャパンなど世界の舞台で活躍している有名な

選手やチームが沢山出てきます。

清水中学校の生徒たちも部活動での活躍は素晴らし

いものでした。全国大会へは、個人としてソフトテニス

部男子、相撲部、県選抜選手として野球部、四国大会へ

もソフトテニス部、相撲部、陸上部が出場しました。新

チームになってからも、ソフトテニス部女子と卓球部女

子が団体で四国大会へ、ソフトテニス部女子が個人で全

国大会へ出場することになっています。県レベルの大会

では、これまでにないレベルの高い結果を残してくれて

います。どの部活動も本当によく頑張りました。来年度

も大いに期待できる生徒たちになっていると思ってい

ます。生徒の皆さん、頑張りましょう。

学習面では、生徒たちの家庭学習時間が増えてきまし

た。学習に向かう姿勢ができてきだしたという事だと思

います。目標を設定し、家庭学習時間を記録していくと

いう取組と個別に支援してきた事が良い方向に向けて

きたのではないかと思います。生徒たちにとって、毎日、

家庭学習を行うことはしんどいことだと思いますが、よ

く頑張っていると思います。１１月の家庭学習時間は、

１日の目標時間をどの学年もクリアしています。

２０１９年、生徒たちは、様々な教育活動や行事を通

じてより良い成長をしてくれました。その成長は、自分

のためだけでなく、土佐清水市や住んでいる地域のため

に出来ることまで考えられるようになってきたと思い

ます。生徒たちの地域を大切にする思いもこれまで以上

に強くなってきているのも感じています。

新しい時代になり、これからの土佐清水市の将来を担

うのは今の生徒たちだと思っています。これからの成長

も大いに期待しています。

学校教育目標：自立・協働・創造
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